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廻
月
１
日
は
、
市
長
、
市
議
会
議
員

補
欠
選
挙
の
投
票
日
で
す
。

○
選
挙
し
よ
う
と
す
る
人
員

市
長
１
人

市
議
会
議
員
３
人

○
立
候
補
の
届
川
期
間

ｎ
月
幻
日
か
ら
皿
月
犯
日
ま
で

○
投
票
の
で
き
る
人

①
昭
和
⑬
年
哩
月
１
日
で
満
訓
歳

以
上
（
昭
和
羽
年
廻
月
２
日
以
前

に
出
生
し
た
人
）
の
日
本
国
民

②
昭
和
蛸
年
８
月
別
日
以
前
か
ら

引
続
き
高
萩
市
の
区
域
に
住
所
が

あ
っ
て
、
同
日
以
前
か
ら
高
萩
市

の
住
民
基
本
台
帳
に
登
録
を
さ
れ

て
い
る
人

○
投
票
用
紙
と
投
票
の
順
序

市
長
選
挙
・
・
…
…
・
…
…
：
…
・
赤
刷
り

（
先
に
投
票
す
る
）

市
議
会
議
員
補
欠
選
挙
、
．
，
黒
色
刷
り

（
後
に
投
票
す
る
）

○
投
票
の
時
間

蕊蕊市
長
。
市
議
会

議
員
補
欠
選
挙
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削
肺
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挙

吃
月
妬
日
は
、
県
議
会
議
員
選
挙
の

投
票
日
で
す
。

○
選
挙
し
よ
う
と
す
る
人
員

県
議
会
議
員
１
人

○
選
挙
の
区
域

高
萩
市
お
よ
び
十
王
町

○
投
票
で
き
る
人

①
昭
和
相
年
哩
月
晦
日
で
満
訓
歳

以
上
（
昭
和
調
年
哩
月
蝿
日
以
前

に
出
生
し
た
人
）
の
日
本
国
民

②
昭
和
鉛
年
９
月
２
日
以
前
か
ら

引
統
ぎ
高
萩
市
に
居
住
し
て
い
て

同
日
以
前
か
ら
高
萩
市
の
住
民
基

本
台
帳
に
登
録
を
さ
れ
て
い
る

人
午
前
７
時
か
ら
午
後
６
時
ま
で
、
た

だ
し
、
若
栗
、
横
川
、
下
君
田
、
上

君
田
、
大
能
、
中
戸
川
、
お
よ
び
福

平
投
票
区
は
、
午
前
７
時
か
ら
午
後

４
時
ま
で

○
開
票
の
時
間

皿
月
１
日
午
後
７
時
訓
分
か
ら
高

萩
市
中
央
公
民
館
大
会
議
室
で
行
な

い
ま
す
。
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員
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州
当
日
投
票
の
で
き
な
い
ｗ

仲
人
の
た
め
に

州
不
在
者
投
票
制
度
が
小

咄
あ
り
ま
す

投
票
は
、
原
則
と
し
て
投
票
当
日
投

票
所
へ
行
っ
て
投
票
す
る
こ
と
に
な
っ

て
ま
す
が
、
次
の
事
が
ら
に
該
当
す
る

人
は
、
選
挙
告
示
日
か
ら
投
票
日
の
前

日
ま
で
の
間
、
例
外
と
し
て
不
在
者
投

票
が
で
き
ま
す
。

①
選
挙
人
が
高
萩
市
の
区
域
外
で

職
務
、
ま
た
は
業
務
に
従
事
中
で

あ
る
人

②
選
挙
人
が
や
む
を
得
な
い
用
事

や
事
故
の
た
め
、
高
萩
市
の
区
域

外
に
旅
行
中
、
ま
た
は
滞
在
中
で

あ
る
人

③
選
挙
人
が
疾
病
、
負
傷
、
姫
娠

I

老
衰
、
不
具
、
ま
た
は
出
産
の
た

め
入
院
中
で
著
し
く
歩
行
が
困
難

で
あ
る
人

（
右
の
場
合
の
人
で
、
す
で
に
入
院

し
て
い
る
人
は
、
そ
の
入
院
し
て
い

る
病
院
が
、
不
在
者
投
票
の
で
き
る

病
院
に
指
定
さ
れ
て
い
る
場
合
は
、

そ
の
病
院
長
に
申
し
出
れ
ば
、
そ
の

病
院
で
投
票
が
で
き
ま
す
。

指
定
さ
れ
て
い
な
い
病
院
に
入
院

さ
れ
て
い
る
場
合
は
、
市
の
選
挙
管

理
委
員
会
へ
出
頭
し
な
け
れ
ば
投
票

で
き
ま
せ
ん
。
）

④
投
票
日
前
日
ま
で
に
入
院
を
予

定
さ
れ
て
い
る
人
、
ま
た
は
出
産

予
定
日
が
投
票
日
頃
に
な
る
人
、

（
右
の
人
は
、
病
院
長
の
証
明
書
、

ま
た
は
母
子
手
帳
な
ど
を
持
参
の
上

市
選
挙
管
理
委
員
会
へ
出
頭
す
れ
ば

投
票
で
き
ま
す
。
）

①
②
の
理
由
で
不
在
者
投
票
を
す
る

人
は
証
明
書
が
必
要
で
す
か
、
そ
の
用

紙
は
市
選
挙
管
理
委
員
会
に
用
意
し
て

あ
り
ま
す
。

※
市
内
の
不
在
者
投
票
指
定
病
院

高
萩
協
同
病
院

高
萩
寛
仁
会
高
萩
病
院

弓戸弓

一／O／



(2）市報たかはき(第176号）

汚
職
や
、
政
治
の
不
正
が
行
な
わ
れ

た
り
す
る
の
は
、
必
ず
し
も
議
員
に
ば

か
り
に
責
任
が
あ
る
と
は
い
え
な
い
面

も
あ
り
ま
す
。

ど
こ
で
も
議
員
を
便
利
な
も
の
に
考

え
て
、
な
に
か
あ
る
と
す
ぐ
議
員
に
軸

む
と
い
う
の
が
わ
が
国
の
実
情
で
す
。

お
祭
り
に
、
お
祝
に
、
議
員
が
寄
付

を
出
す
の
は
あ
た
り
ま
え
だ
と
考
え
て

い
る
人
も
い
ま
す
。
ま
た
、
寄
付
を
出

さ
せ
た
り
、
ご
ち
そ
う
さ
せ
た
り
す
る

の
を
誇
り
に
し
て
い
る
人
も
い
ま
す
。

そ
う
い
う
人
は
必
ず
「
だ
い
ぶ
世
話
に

な
っ
た
か
ら
、
今
度
の
選
挙
に
は
う
ん

と
恩
返
し
し
な
け
れ
ば
」
と
い
う
こ
と

に
な
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
人
た
ち
に

は
主
権
者
と
し
て
の
自
覚
も
誇
り
も
な

く
、
代
議
政
治
と
い
う
も
の
の
本
質
を

少
し
も
わ
か
っ
て
い
な
い
と
い
っ
て
よ

い
で
し
ょ
う
。

ご
ち
そ
う
に
な
っ
た
か
ら
一
票
を
入

れ
る
、
世
話
に
な
っ
た
か
ら
投
票
す
る

と
い
う
の
で
は
、
一
票
を
売
っ
た
こ
と

と
同
じ
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

そ
し
て
当
選
し
た
議
員
た
ち
は
「
住

民
の
代
わ
り
に
政
治
を
す
る
」
と
い
う

気
持
よ
り
も
「
お
れ
た
ち
の
識
員
の
資

格
は
、
選
挙
民
か
ら
買
っ
た
も
の
だ
」

と
い
う
気
持
が
強
く
な
る
で
し
ょ
う
。

そ
し
て
、
け
つ
き
よ
く
は
「
な
に
を
し

よ
う
と
住
民
に
は
文
句
を
い
わ
せ
な

い
」
と
う
考
え
が
強
く
な
り
、
汚
職
や

- =

何もしないでは何事も成し得ない

まず第1歩を歩み出すことです

幸福への第1歩

それはまず投票することから始ま

ります

不
正
が
平
気
で
行
な
わ
れ
る
こ
と
に
な

り
か
ね
な
い
わ
け
で
す
。

選
挙
の
と
き
、
棄
椎
を
し
た
人
が
そ

の
理
由
と
し
て
「
投
票
し
た
く
て
も
、

一
票
を
投
ず
る
に
足
る
人
が
い
な
い
か

ら
」
と
い
う
こ
と
を
強
調
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

ま
た
「
有
権
者
は
、
投
票
の
自
由
と

と
も
に
棄
椎
の
自
由
を
も
持
っ
て
い
る

投
票
椎
は
個
人
の
椛
利
で
あ
っ
て
義
務

で
は
な
い
」
と
い
わ
れ
て
い
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
た
し
か
に
、
選
挙
の
と
き

自
分
の
理
想
と
す
る
よ
う
な
人
は
、
そ

う
ザ
ラ
に
は
い
な
い
で
し
ょ
う
。

人
は
そ
れ
ぞ
れ
考
え
て
い
る
こ
と
も

違
い
主
義
主
張
も
違
う
の
で
す
。
し
か

し
、
わ
た
し
た
ち
が
社
会
の
一
員
と
し

て
、
こ
の
社
会
を
よ
り
よ
く
す
る
た
め

に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
、
と
い
う
こ

と
は
み
ん
な
が
考
え
て
い
る
こ
と
で
す

そ
し
て
そ
れ
を
実
現
す
る
た
め
に
努
力

し
よ
う
と
す
る
人
も
い
ま
す
。

選
挙
の
と
き
、
候
補
者
が
自
分
の
理

想
に
は
遠
い
と
い
う
だ
け
で
、
貴
重
な

一
票
を
使
わ
な
い
で
よ
い
も
の
で
し
ょ

う
か
。
理
想
の
人
が
い
な
い
か
ら
と
い

っ
て
有
権
者
の
全
部
が
を
一
票
投
じ
な

か
っ
た
ら
ど
う
い
う
こ
と
に
な
る
か
、

考
え
れ
ば
す
ぐ
わ
か
る
こ
と
で
す
。

ま
た
、
棄
権
も
自
由
だ
と
い
っ
て
、
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、
、
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、
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、
、
、
、
、
、
、
Ｎ
、
、
、
、
、
、
冠
、
、
、
、
Ｎ
ふ
ぐ
零
ミ
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、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
蝿
、
、
、
『
、
『
、
、
『
、
、
科
、
、
、
、
、
、
、
、
Ｘ
、
、
託
、
、
韮
、
、
ぺ
ぺ
、
、
匙
、
税
、
、
、
ハ

ノ

”

ノノノノ

ノ

〃
高
萩
市
長
選
挙
の
立
会
演
説
会
押
勿

ノノ ノ

“
狸
月
１
日
に
行
な
わ
れ
る
高
萩
市
込
ゑ
が
な
い
場
合
に
は
行
な
い
ま
せ
“

／／

》

ノノ

“
長
選
挙
の
立
会
演
説
会
を
計
画
し
ま
ん
。

″

押
し
た
。
立
会
演
説
会
は
、
各
候
補
者
立
会
演
説
会
の
予
定
日
時
、
会
場
〃

ノノ

ノ岬

抄
の
政
見
を
聞
く
最
良
の
チ
ャ
ン
ス
で
は
次
の
と
お
り
で
す
。

ノ ノ

”
す
候
補
者
の
人
柄
や
公
約
、
政
策
な
◎
ｎ
月
”
日
（
水
）
“

／

〃

“
ど
を
よ
く
検
討
し
て
、
自
分
自
身
の
午
前
加
時
上
君
田
小
学
校
〃

／ノノ

ノ

伊
判
断
で
、
悔
い
の
な
い
一
票
を
行
使
午
後
３
時
松
岡
小
学
校
体
育
館
州

ノノ

〃
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
午
後
７
時
高
萩
中
学
校
体
育
館
”〃

／

“
な
お
、
こ
の
立
会
演
説
会
は
、
二
．
皿
月
詔
日
（
木
）
〃

″
／

》
人
以
上
の
候
補
者
か
ら
申
込
承
が
あ
午
後
１
時
秋
山
中
学
校
体
育
館
“ノノ

”
つ
た
場
合
行
な
わ
れ
る
も
の
で
、
申
午
後
７
時
高
萩
市
中
央
公
民
館
抑

ノノ／

ノノ ノノ

″
／

「
よ
く
聞
き
よ
く
考
え
物

〃ノノノ

／

″
“
よ
い
人
を
選
び
ま
し
よ
う
』
〃

／〃γ
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ミ
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ミ
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、
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、
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ミ
ミ
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ミ
ミ
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ノ

せ
っ
か
く
与
え
ら
れ
た
一
票
を
行
使
し
で
き
る
人
を
選
ぶ
こ
と
が
、
民
主
社
会

な
い
で
い
た
ら
ど
う
な
る
か
、
こ
れ
も
の
地
域
住
民
と
し
て
の
、
そ
の
社
会
に

考
え
て
み
れ
ば
明
白
な
こ
と
で
す
。
対
す
る
義
務
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
一

一
票
を
行
使
す
る
権
利
は
、
ま
さ
に
票
の
権
利
に
伴
う
一
票
の
義
務
で
あ
る

法
律
上
個
人
の
権
利
に
属
し
ま
す
。
し
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

か
し
、
わ
た
し
た
ち
が
、
一
票
を
投
じ
わ
た
し
た
ち
は
″
よ
り
よ
く
生
き
よ

て
わ
た
し
た
ち
の
代
表
を
選
ぶ
行
為
は
う
″
と
努
力
し
て
い
ま
す
そ
し
て
そ
の

た
ん
に
権
利
を
行
使
す
る
と
い
う
こ
と
た
め
に
は
よ
い
政
治
が
必
要
で
す
。

だ
け
で
は
な
く
地
域
社
会
の
一
員
と
し
よ
い
政
治
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、

て
よ
り
よ
い
社
会
を
き
ず
き
、
住
民
全
よ
い
選
挙
が
必
要
で
す
。

体
の
幸
福
を
増
進
す
る
た
め
だ
と
い
う
（
政
治
学
習
テ
キ
ス
ト
よ
り
）

〃”〆ノノ/〃〃／

鞭
諒
蕊
零
詮
蛎
ま
糾
一
身
の
上
相
談
（
無
料
）
一

く
る
の
で
し
ょ
う
。

一
○
屹
月
６
日

一

理
想
の
人
が
い
な
け
れ
ば
次
善
の
人
一
午
前
、
時
ｌ
午
後
３
時

一

を
、
次
善
の
人
が
い
な
け
れ
ば
三
善
の
一
○
高
萩
市
中
央
公
民
館

一

人
を
、
と
自
分
の
理
想
に
も
っ
と
も
近
一
○
相
談
内
容
金
銭
貸
借
相
続

ぃ
人
を
選
ぶ
と
い
う
こ
と
で
、
ｍ
が
達
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